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「
輝
く
市
民

元
気
な
ま
ち
」
を
め
ざ
し

美
し
い
ま
ち

活
力
あ
る
ま
ち

全
国
に
誇
れ
る
ま
ち

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
加
西
」
の
実
現
へ

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
ア
テ
ネ
五
輪
の
日

本
人
選
手
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
明

る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方

で
、
観
測
史
上
最
多
の
10
回
に
も
及
ぶ
台

風
上
陸
や
豪
雨
災
害
、
新
潟
県
中
越
地
震

で
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
る
と
と
も

に
、
道
路
・
家
屋
の
損
壊
、
住
民
生
活
、

地
域
経
済
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
ま
た
、
我
が
国
の
経
済
は
回
復

基
調
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
完
全

失
業
率
は
依
然
と
し
て
高
水
準
に
あ
り
、

緩
や
か
な
デ
フ
レ
傾
向
が
続
く
な
ど
依
然

と
し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
と

広
報
か
さ
い
特
集
号
は
、
去
る
3
月
1
日
貂
、
第
2
0

3
回
加
西
市
議
会
定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
柏
原
市
長

が
発
表
し
た
平
成
17
年
度
施
政
方
針
と
3
月
24
日
貅
の
本

会
議
で
可
決
さ
れ
た
平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

と
も
に
、
こ
こ
に
き
て
若
干
か
げ
り
も
見

え
は
じ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
下

の
財
政
は
、
ま
さ
に
危
機
的
状
況
に
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
・
高
齢
化
は
、
世
界
に

例
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、
労

働
力
の
低
下
や
地
域
の
担
い
手
不
足
、
地

域
の
活
力
の
喪
失
な
ど
様
々
な
問
題
が
生

じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
お

い
て
も
急
速
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
政
の
最
重
要
課

題
と
し
て
少
子
化
対
策
に
喫
緊
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

平
成
17
年
度
施
政
方
針
（
市
政
基
調
）
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実
行
を
基
本
と
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
の
事
務
事
業
の
厳
選
と
職
員
の
意
識
・

仕
事
改
革
を
進
め
、
ま
た
、
効
率
的
・
効

果
的
な
予
算
配
分
と
最
大
限
の
効
果
が
発

揮
で
き
る
よ
う
な
執
行
に
努
め
、
財
政
再

建
と
市
民
参
画
に
よ
る
安
全
・
安
心
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
、
各
分
野
に
わ

た
る
次
の
７
つ
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

す
。私

は
、
21
世
紀
初
頭
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
就
任
以
来
、
所
信
表
明
に
お
い
て
、

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
1
は
、
あ
ふ
れ
る
自
然
や
景
観

を
守
り
生
か
し
な
が
ら
、
人
の
あ
た
た
か

さ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
る
「
美

し
い
ま
ち
　
加
西
」、
第
2
は
、
市
民
が

い
つ
も
い
き
い
き
と
し
て
輝
き
、
元
気
で

頼
も
し
く
、
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
「
活
力

あ
る
ま
ち
　
加
西
」
で
す
。
そ
し
て
第
3

は
、
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
貴
重
な
資
源

や
財
産
、
潜
在
能
力
に
磨
き
を
か
け
た
自

信
と
誇
り
に
あ
ふ
れ
る
「
全
国
に
誇
れ
る

ま
ち
　
加
西
」
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
が

そ
れ
ぞ
れ
主
役
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
前
向
き
の
姿
勢
で
、「
ア
ク

テ
ィ
ブ
加
西
」の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

家
族
、
隣
人
そ
し
て
友
人
た
ち
が
こ
ぞ

っ
て
幸
せ
に
生
き
る
喜
び
と
明
日
へ
の
希

望
に
輝
く
生
活
が
実
現
で
き
る
ふ
る
さ
と

加
西
の
未
来
を
築
く
た
め
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
声
を
大
切
に
、「
輝
く
市
民
　
元

気
な
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
17
年
度
に
お

い
て
も
、こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
の
下
、

市
民
の
暮
ら
し
と
生
命
を
守
り
ま
す
。

極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
で
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
財
政
再
建
推
進
計
画
の

1 次代を担う子どもたちへの施策を充実し、少子化対策の推進
2 医療・保健・福祉を一体化し、それを高める行政の推進
3 学校教育の総合的な充実を図ることによる、青少年の健やかな育成
4 新しい文化の創造、スポーツの振興、市民レベルの国際交流の推進
5 商工業・農業・観光業の振興による、地域経済活性化への取り組み
6 環境や防災面に配慮し、市民が安心して暮らせる安全な都市基盤づ
くり

7 地方分権を推進し、たゆまざる行財政改革の断行

市政展開の７本柱

特集号 平成17年度施政方針（市政基調）
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会 計 名 予 算 額 会 計 名 予 算 額

水 道 事 業 会 計 19億3,392万円 有線放送電話特別会計 4,367万円

下 水 道 事 業 会 計 52億4,018万円 国民健康保険特別会計 44億6,400万円

病 院 事 業 会 計 64億8,365万円 介 護 保 険 特 別 会 計 28億4,300万円

農業共済事業会計 1億7,035万円 老人保健医療特別会計 48億5,269万円

公園墓地整備事業特別会計 1,350万円
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平成17年度予算が､ 市議会３月定例会で

可決され､ 予算総額は､ 449億9,496万円と

なりました｡

市民生活の基盤整備となる下水道事業を

はじめ､ 市民が安心して暮らせる快適な都

市基盤づくりに取り組むとともに､ 地域の

活性化､ 少子化への対応､ 加えて高齢化社

会による医療・介護・福祉等､ 平成１７年

度は､ 昨年に引き続き､ 厳しい予算編成と

なりました｡

������������������		
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歳 入
●市 税
市民税 (個人・法人)､ 固定資産税､ 都市計画税､ 市たばこ税､

軽自動車税など
●地方交付税
地方自治体が一定水準の行政サービスを保てるよう国から交付さ
れる国税の一部
●諸収入
預金利子､ 貸付金の返済金など
●国庫・県支出金
国・県からの補助金など
●市債
建設事業などの財源にあてるための長期借入金
●繰入金
財源調達などのため､ 基金 (市の貯金) を取り崩したもの
●その他
施設の使用料､ 住民票等の手数料など

歳 出 ( 目 的 別 )
●民生費
高齢者・障害者・子どもの福祉に使われる経費
●衛生費
健康の保持増進のための保健衛生事業､ ごみ処理などの環境衛生
事業などの経費
●公債費
借金の返済や利子の支払いにあてる経費
●総務費
戸籍､ 徴税､ 選挙､ 広報・広聴､ 防犯などの経費
●教育費
学校施設､ 公民館､ 図書館､ スポーツ振興などの経費
●土木費
道路や公園､ 市営住宅などの維持管理､ 再開発や緑化などの都市
計画事業などの経費
●農林水産業費
農地保全や農業振興､ 山林の管理等にあてる経費
●諸支出金
公社貸付金や基金への積立にあてる経費
●その他
消防､ 労働福祉､ 商工業の振興､ 市議会の運営などの経費

歳 出 ( 性 質 別 )
●人件費
議員・職員の給与などにあてる経費
●補助費等
各種団体や企業会計等への補助金
●物件費
事務経費・施設の管理等にあてる経費
●公債費
借金の返済や利子の支払いにあてる経費
●貸付金
産業振興や住宅建設促進等のために貸し付ける経費
●扶助費
高齢者・児童福祉・生活保護等の制度に基づき支払う経費
●普通建設事業費
道路・公営住宅・ごみ処理施設等の新増設等にかかる経費
●その他
施設の維持補修に係る経費や基金への積立金など
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● 再建推進計画の定期点検

平成15年10月､ 本市において財政再建推進計画を策定しましたが､ この計画では１

年に２回､ 新年度予算編成時(第１次点検)及び決算確定時(第２次点検)に点検を行う

こととなっています｡

● 見直しによる効果額

平成17年度予算編成時での点検を行ったところ､ 改革改善による効果額は計画策定

時と比較すると５年間合計で４億5,600万円の増となりました｡ 今回の点検で追加改

善がなされた項目は､ 職員人件費の抑制､ 市有財産の売却､ 福祉医療助成の改正と所

得制限の導入による効果額などが挙げられます｡

��� �����		
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≪改革改善予定額≫ (単位：百万円)

点 検 時 １５ １６ １７ １８ １９ 合 計

財政再建推進計画額 H15.11月 ２３８ ４５３ ６１１ ７４６ ６８１ ２,７２９

16年度当初予算編成時 H16. 3月
(対計画)

２６５ ６０９ ６４３ ７８７ ７２９ ３,０３３

(27) (156) (32) (41) (48) (304)

15年度決算確定時 H16. 8月
(対計画)

３２８ ５８８ ６０３ ７４７ ６８６ ２,９５２

(90) (135) (－８) (－１) (５) (222)

17年度当初予算編成時 今 回
(対計画) H17. 3月

３２８ ６６３ ６５１ ８００ ７４３ ３,１８５

(90) (210) (40) (54) (62) (456)
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国が法律によってその使途を厳しく定めている地方自治体への補助金を減らし､ そ

の代わりに国は地方自治体が地域の実状に応じて自由に使えるお金をその分だけ地方

へ移すというもので､ その配分や補てんについては､ 地方交付税によって公平にかつ

明解にその格差の調整を果たすことが望まれています｡

地方分権を進めるため､ 国から地方への税源と権限の移譲を行い､ 同時に交付税制

度の見直しを行っていくというのが三位一体の改革の原則です｡

��������	
���������

昨年度は国の補助金の削減が先行し､ 今後の影響が大きく心配されましたが､ 平成

17年度予算の編成にあたり､ 三位一体の改革の全体像が浮かび上がるにつれて､ 加西

市財政への影響も以下のとおりに明らかになってきました｡

��� ������	
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平成16年の公立保育所の運営補助､ 介護

保険の事務費補助金に続き､ 17年度には

在宅福祉事業補助金や住宅家賃収入補助

金などが新たに削減されました｡

������������

��������

昨年に創設された所得譲与税により､ 国

税である所得税の一部が､ 各市町の人口

規模に応じて配分されます｡

また税制改正の影響によって市税収入の

増加が見込まれています｡

��� !�"#


��$�%���

過去の建設事業で借り入れた借金の返済

や下水道経営対策に係る費用の増加で交

付税額が伸びる要素がありますが､ 総額

では市債に振り替わった臨時財政対策債

の減少により､ 全体で減額となります｡
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下水道事業会計の経営事情

下水道施設の建設や皆さんの家庭､ 事業所から出る汚水を安全､ 確実に処理して河川に放流した

り､ そのための設備機能を維持していくためには､ たくさんの費用がかかります｡ 汚水を処理する

費用を使用料収入だけでまかなおうとすれば､ 下水道使用料は現在の４倍余りにもなってしまいま

す｡ 現在､ 国の繰出基準に基づき一般会計から補助を受けていますが､ 加西市の財政状況も非常に

厳しく､ 基準を超える補てんは難しい状況にあります｡ そのため､ 下水道事業会計は､ 処理場や下

水道管を整備するために借りていたお金とその利息の返済､ 日々の運転資金にも不足が生じるとい

う状況となり､ それを補うためにさらに借入をしているのが現状です｡

平成17年度の下水道使用料は据置

下水道事業会計の経営状況を改善するため､ 平成17年度から下水道使用料を値上げすることにつ

いて､ 加西市公共料金問題審議会に諮問していましたが､

① 景気低迷の影響を受け､ 家庭の収入低下により市民生活が圧迫されている｡

② 事業が未完了で水洗化率も60％程度であり､ 水洗化されている方だけに負担を強いるのは公

平性を欠き､ 今後の水洗化促進の阻害要因となる｡

③ 電気､ ガス､ 電話等のライフライン料金が値下げの傾向にある｡

④ 現在､ 下水道使用料は近隣市町の中では最も高く､ さらに今回値上げを行うと定住者の流出

など人口の減少につながる｡

上記の理由により､ 料金を据え置くようにという答申を受けました｡ 加えて､ 一層の経費削減と供

用開始区域の水洗化を促進し､ 使用料収入の増加を図るといった経営努力についても提言をいただ

きました｡ この答申を受け､ 平成17年度は下水道使用料を据え置き､ 経費節減と水洗化の促進に積

極的に取り組むことにより使用料の増収を図ることとなりました｡

ただし､ 平成18年度以降は現行料金が国の基準で定める使用料単価を下回り､ 国から配分される

地方交付税の減額も予測されますので､ 一般会計､ 下水道事業会計ともに含めた加西市全体の健全

化に向けて､ より一層の厳しい経営努力が必要です｡

下水道に接続しましょう

現在､ 市街地で公共下水道､ 農村地域では農業集落排水とコミュニティ・プラントの各事業で水

洗化を進めています｡ 下水道は､ 汚水の排除､ トイレの水洗化といった生活環境の改善だけでなく､

美しい自然環境を守っていくための重要な施設です｡

しかし､ 地域のみなさんが利用しなければ､ 整備目的を達成することはできないばかりか､ 使用

料収入の確保もできません｡ 下水道整備が完了した区域でまだ接続されていない方は､ できるだけ

早めに接続をお願いします｡
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子
育
て
と
仕
事
の
両
立
や
女
性

が
一
層
い
き
い
き
と
輝
き
活
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
通
じ
、
子
ど

も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ

社
会
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、「
加
西
市
次
世
代
育
成
支

援
対
策
行
動
計
画
」（
16
年
度
策

定
）
に
沿
っ
た
施
策
の
展
開
を
図

る
と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
に
係

る
諸
施
策
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
雇
用
問
題
、
住
宅
問
題
等
を

含
め
た
総
合
的
な
対
策
を
行
い
ま

す
。働

き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
保

育
所
に
お
け
る
延
長
保
育
、
幼
稚

園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
事
業
に

加
え
、
適
正
規
模
に
よ
る
異
年
齢

保
育
の
充
実

交
流
を
含
め
、
合
同
保
育
に
よ
る

幼
児
教
育
の
向
上
を
め
ざ
す
賀
茂

幼
児
園
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

さ
ら
に
幼
児
園
構
想
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

小
学
生
が
授
業
終
了
後
の
時
間

を
過
ご
す
学
童
保
育
に
つ
い
て

も
、
北
条
東
小
学
校
、
九
会
小
学

校
に
加
え
、
北
条
小
学
校
、
下
里

小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

事
業
や
相
談
と
療
育
機
能
を
併
せ

持
つ
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
整

備
し
、
子
育
て
不
安
の
解
消
に
努

め
ま
す
。

０
歳
児
か
ら
就
学
前
児
童
へ
の

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
負
担

負
担
の
軽
減

軽
減
を
図
る
た
め
、
０
歳
か
ら
３

歳
未
満
児
ま
で
を
無
料
に
し
、
幼

稚
園
の
入
園
料
も
、
同
一
家
族
の

第
２
子
目
か
ら
減
免
措
置
を
実
施

し
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
お
い
て
も
、
子

育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
保
護
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
健
康
診
査
、
家
庭
訪
問
、

す
く
す
く
相
談
窓
口
等
を
実
施
し

ま
す
。

健
全
育
成

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
は
毎
日

の
食
生
活
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

保
育
園
児
と
母
親
を
対
象
と
し
て

「
食
育
」
学
習
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
障
害
を
持
つ
児
童
等
に
対

す
る
教
育
や
療
育
事
業
を
推
進

し
、
支
援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
者
の
定
住
促
進
の

た
め
に
、
若
者
交
流
事
業
の
充
実

や
住
宅
施
策
に
も
取
り
組
む
と
と

も
に
、
社
会
全
体
が
家
庭
や
子
育

て
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
が
深

め
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
、
広
報
、

啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
施
策
を
充
実
し
、

少
子
化
対
策
の
推
進
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市
民
が
相
互
に
人
権
を
尊
重
し

合
い
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
健

康
づ
く
り
を
基
本
に
、
生
涯
に
わ

た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
・
地
域

福
祉
の
推
進
・
地
域
福
祉
を
支
え

る
基
盤
整
備
を
中
心
と
し
て
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し
や
社
会
保
障
施
策
等
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

市
立
加
西
病
院
で
は
、
市
民
の

皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ

し
、「
患
者
尊
重
」、「
良
質
医
療
」、

「
健
全
経
営
」
の
３
つ
を
基
本
方

針
と
し
て
、
地
域
連
携
の
下
に
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
ま
す
。
特

に
、
17
年
度
は
、
昨
年
度
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、
療

養
環
境
の
整
備
、
食
事
等
の
改
善

を
行
い
、
加
西
病
院
で
の
出
産
の

増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
開
か
れ

た
病
院
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
ホ
ス
ピ
タ
ル
フ
ェ
ア
を
更
に

充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
厚
生
労
働

省
の
臨
床
研
修
病
院
に
指
定
さ

れ
、
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
が
、
17
年
度
も
新
た
な
受
入
れ

を
行
い
ま
す
。
今
後
も
、
最
新
で

高
度
な
医
療
機
器
や
オ
ー
ダ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
有
効
活
用
し
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
医

療
安
全
の
推
進
、
経
営
の
効
率
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

医
　
療

「
健
康
か
さ
い
21
」
計
画
に
基

づ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
あ
っ
た
、
生
活
習
慣
病

予
防
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
の
運
動
指
導
の
機
能
を
生

か
し
た
健
康
づ
く
り
や
新
規
利
用

者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

個
人
の
健
康
づ
く
り
と
、
地
域
に

お
け
る
運
動
指
導
の
リ
ー
ダ
ー
と

健
康
づ
く
り

な
る
人
材
を
育
成
し
、
健
康
づ
く

り
実
践
人
口
の
増
加
に
努
め
ま

す
。介

護
予
防
に
つ
い
て
は
、
18
年

度
以
降
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

生
活
習
慣
病
予
防
と
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
事
業
が「
地
域
支
援
事
業
」

（
仮
称
）
と
し
て
再
編
さ
れ
る
こ

と
を
見
据
え
、
総
合
的
な
介
護
予

防
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の

介
護
予
防
試
行
事
業
を
、
関
係
機

関
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

成
人
保
健
事
業
は
、
医
師
会
と

の
連
携
に
よ
り
健
康
講
習
会
を
開

催
し
、
実
践
に
つ
な
が
る
健
康
づ

く
り
を
啓
蒙
す
る
と
と
も
に
、
乳

が
ん
健
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

導
入
し
、
検
診
精
度
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
厳
し

い
運
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
加
西
市
国
民
健
康
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
収
納
対
策
の
強

化
に
よ
る
保
険
税
の
増
収
、
医
療

社
会
保
障
・
高
齢
者
福
祉

費
の
適
正
化
、
保
健
事
業
の
推
進

等
を
図
り
、
安
定
的
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

17
年
度
が
第
３
期
介
護
保
険
事
業

計
画
及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

見
直
し
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
高

齢
者
の
「
自
立
支
援
」
・
「
尊
厳

の
保
持
」
を
基
本
に
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
し
た
介
護
予
防
の
充

実
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、

基
盤
整
備
等
を
重
点
に
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ケ
ア
体
制
と
し
て

問
題
発
生
か
ら
相
談
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
い
た
る
ま
で
の
高
齢
者
の

医
療
・
保
健
・
福
祉
を
一
体
化
し
、

そ
れ
を
高
め
る
行
政
の
推
進
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介
護
・
医
療
・
保
健
に
関
す
る
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
、
基
幹
型
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

連
携
を
図
り
、
要
援
護
高
齢
者
等

の
福
祉
の
充
実
・
向
上
を
図
り
ま

す
。

母
子
家
庭
・
障
害
者
（
児
）
家

庭
・
生
活
保
護
世
帯
等
の
特
に
支

援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
自
立
に
向
け
た
生
活
支

援
、
就
業
支
援
、
経
済
的
支
援
等

社
会
福
祉

を
総
合
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

と
き
に
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
き
め
細
か
な
情
報
提
供
や
相

談
活
動
に
努
め
ま
す
。

人
権
意
識
の
高
揚

「
加
西
市
人
権
教
育
及
び
啓
発

に
関
す
る
推
進
指
針
」に
基
づ
き
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
に
お

い
て
、
市
民
や
各
種
団
体
、
企
業

等
と
の
協
働
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

場
と
機
会
に
お
け
る
人
権
教
育
や

啓
発
を
進
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
総
合
的
な
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
る
、

青
少
年
の
健
や
か
な
育
成

将
来
の
加
西
市
の
担
い
手
づ
く

り
の
た
め
、
急
激
に
変
化
す
る
社

会
に
対
応
で
き
る
能
力
を
培
う
教

育
を
充
実
し
、
家
族
の
強
い
絆
、

や
す
ら
ぎ
と
あ
た
た
か
さ
の
あ
る

地
域
社
会
の
中
で
人
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

学
校
評
議
員
を
核
と
し
、
地

域
・
保
護
者
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
、
魅
力
あ
る
地
域
に
開
か

れ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

新
学
習
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
少
人

数
学
級
や
ヤ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
学
び
の
サ
ポ
ー
タ
ー
等
を
活

用
し
、き
め
細
か
い
指
導
に
よ
り
、

学
校
教
育

子
ど
も
た
ち
に
基
礎
・
基
本
を
確

実
に
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

や
体
験
学
習
等
を
通
じ
て
「
自
ら

学
び
、
自
ら
考
え
る
力
」、
そ
し

て
「
生
き
る
力
」
を
育
む
「
確
か

な
学
力
」
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

心
の
教
育
に
関
し
て
は
、
子
ど

も
の
内
面
に
根
ざ
し
た
道
徳
教
育

な
ど
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
自
然
学
校
や
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
、
体
験
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
読
書
活
動
等
を
推

進
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。

今
日
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
軽
度
発
達
障
害
に
対
し
て

は
、
障
害
の
理
解
と
対
応
の
研
修

を
深
め
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
教
育
の
実
現
に
努
め
ま

す
。情

報
教
育
に
つ
い
て
は
、
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
積
極
的

に
活
用
し
、
情
報
活
用
能
力
の
育

成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
正
し
く

安
全
な
利
活
用
を
指
導
し
ま
す
。

生
徒
指
導
に
お
い
て
は
、
人
間

的
な
ふ
れ
あ
い
に
基
づ
く
生
徒
指

導
を
徹
底
し
て
行
う
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
理
解
に
努
め
、
学
校

が
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
よ
う

努
め
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
育
研

修
所
等
で
の
相
談
活
動
、
適
応
教

室
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

に
よ
り
問
題
行
動
や
不
登
校
の
解

消
、
軽
減
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
全
な

発
達
に
つ
い
て
は
、
教
科
の
体
育

指
導
を
充
実
さ
せ
、
特
別
教
育
活

動
で
様
々
な
運
動
を
取
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
学
校
外
に
お
け
る
体

育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
を
充
実

す
る
一
方
、
給
食
指
導
や
家
庭
科

学
習
で
栄
養
に
関
す
る
指
導
を
行

い
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
体

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
健
や
か
な
青
少
年
の
育

成
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

様
々
な
活
動
の
場
の
拡
大
と
団
体

活
動
の
振
興
、
家
庭
教
育
を
支
援

す
る
施
策
の
強
化
や
青
少
年
の
環

境
浄
化
運
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
｡

教
育
施
設
で
は
、
北
条
小
学
校

プ
ー
ル
移
転
改
築
工
事
、
泉
小
学

校
下
水
道
対
応
工
事
な
ど
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
宇
仁
小
学
校
の

移
転
改
築
に
向
け
土
質
調
査
な
ど

の
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
を
充
実
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
新
１
年
生
の
防
犯
ブ
ザ
ー
購

入
助
成
、
防
犯
訓
練
や
研
修
の
実

学
校
安
全
策
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施
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
学
校
・

園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
、
児
童
生
徒
の
下
校
時
に

お
け
る
不
審
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
車
」

で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
と
も

に
、保
護
者
・
地
域
の
協
力
を
得
、

下
校
指
導
、
お
か
え
り
運
動
、
地

域
の
大
人
た
ち
に
よ
る
声
か
け
・

見
守
り
運
動
で
あ
る
「
ひ
ょ
う
ご

ハ
ー
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
運
動
」
等
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携

し
て
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

た
め
、
そ
の
要
と
し
て
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
強
化
を
図
り

ま
す
。

新
し
い
文
化
の
創
造
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
の
推
進

市
民
交
流
に
よ
る
多
種
多
様

で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

文
化
・
芸
術
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
市
民
主
体
の
国
際
交
流
に

よ
り
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
、
そ
し

て
楽
し
さ
が
実
感
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

公
民
館
活
動
や
市
民
教
養
講
座

等
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

多
彩
な
企
画
や
運
営
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
と
家
庭
、
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
く
社
会
環
境
を
日
常
的
な
も

の
と
す
る
施
策
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
図
書
館
は
オ
ー
プ
ン

以
来
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
祝
祭
日
の

開
館
、図
書
館
祭
り
の
開
催
な
ど
、

生
涯
学
習

よ
り
一
層
市
民
に
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

図
書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

花
の
美
術
大
賞
展
や
加
西
市
文

化
祭
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
芸
術
・
文
化
活
動
推
進
の
た

め
、
文
化
連
盟
な
ど
を
支
援
し
、

文
化
の
香
り
高
い
市
民
生
活
の
醸

成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財

の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
は
、
玉

丘
史
跡
公
園
「
根
日
女
ロ
マ
ン
の

郷
」
に
お
い
て
、
石
器
・
埴
輪
づ

く
り
な
ど
の
歴
史
的
体
験
学
習
を

実
施
し
、
文
化
財
や
郷
土
の
歴
史

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
貴
重
な
文
化
財
の
保
存
や

保
護
に
努
め
、
伝
統
文
化
の
継

承
・
発
展
に
も
積
極
的
に
取
り
組

芸
術
・
文
化
の
振
興

み
ま
す
。

市
内
全
校
区
で
設
立
さ
れ
た

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ひ
ょ
う
ご
」

の
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ラ
ジ
オ
体
操
を
一
層
奨
励
し
、
市

民
の
交
流
や
体
力
づ
く
り
の
推
進

を
図
り
、
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
体
育
大
会
、
兵
庫
県

郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
、
国

体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

の
開
催
に
向
け
体
育
施
設
の
環
境

整
備
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

加
西
市
都
市
親
善
友
好
協
会
と

国
際
交
流

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

連
携
し
、
市
民
参
画
に
よ
る
日
本

語
ク
ラ
ス
や
外
国
語
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
通
し
て
、
日
本
語
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
支
援
を
図

り
ま
す
。

友
好
都
市
プ
ル
マ
ン
市
と
の
国

際
交
流
で
は
、
中
高
生
を
中
心
と

し
た
親
善
訪
問
団
の
派
遣
を
行
う

の
を
は
じ
め
、
市
内
各
種
団
体
が

民
間
レ
ベ
ル
で
行
う
活
発
な
国
際

交
流
活
動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
国

際
社
会
に
順
応
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
全
小
学
校
で
英
語

活
動
等
を
進
め
、
国
際
感
覚
に
慣

れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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商
工
業
・
農
業
・
観
光
業
の
振
興
に
よ
る
、

地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

我
が
国
の
経
済
が
長
き
に
わ
た

る
停
滞
を
脱
し
つ
つ
あ
る
状
況
の

中
、
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を

さ
ら
に
促
進
し
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
や
観
光
事

業
を
展
開
し
、
活
力
あ
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
農
作
物
の
供
給

と
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
を
築
く
た
め
、「
加
西
市
地
域

農
林
業
の
振
興

図
る
た
め
、
６
月
オ
ー

プ
ン
予
定
の
Ｊ
Ａ
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
学
校
給
食
な
ど
を
活

用
し
、
地
産
地
消
に
よ

る
地
域
内
自
給
率
向
上

に
努
め
ま
す
。加
え
て
、

有
害
鳥
獣
か
ら
の
防
御

や
家
畜
管
理
の
適
正
化

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
持
つ

多
面
的
な
機
能
が
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
的
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
森
林

の
整
備
・
保
全
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
、
昨
年
の
台
風
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
た
森
林
の
復
旧
事

業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
情

に
沿
っ
た
松
喰
い
虫
対
策
や
荒
廃

の
進
む
里
山
林
の
整
備
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

生
態
系
や
自
然
環
境
と
の
調
和

な
ど
美
し
い
農
村
景
観
の
維
持
・

保
全
に
配
慮
し
た
、
た
め
池
、
排

農
村
整
備

水
路
、
農
道
等
の
基
盤
整
備
を
促

進
し
ま
す
。

在
田
地
区
農
村
振
興
総
合
整
備

事
業
を
引
き
続
い
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給

を
進
め
る
観
点
か
ら
、
調
査
設
計

を
終
え
た
万
願
寺
川
南
部
地
区
の

ゴ
ム
堰
改
修
及
び
天
下
溝
の
改
修

に
つ
い
て
、
18
年
度
事
業
採
択
、

事
業
着
手
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
、
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

市
内
産
業
の
高
度
化
・
高
付
加

価
値
化
を
促
進
す
る
た
め
、
新
事

業
創
出
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
産
業
団
地
へ
の
企
業
立
地
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
雇
用
の
創
出

と
産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
経
営
が
未
だ

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
低
利
な
事
業
資
金
融
資
や
保

証
料
の
助
成
な
ど
資
金
面
の
支
援

や
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援
施
策

を
継
続
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

農
業
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、

農
業
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
需
要
に
応
じ
た
米
づ

く
り
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
や
認
定

農
業
者
を
中
心
と
し
た
担
い
手
を

育
成
し
、
農
用
地
の
有
効
利
用
に

よ
る
低
コ
ス
ト
・
高
生
産
性
農
業

経
営
の
実
現
に
努
め
、
活
力
あ
る

水
田
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
加
西
米
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
農
作
物
の
消
費
拡
大
を
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さ
ら
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
促
進
し
、
市
内
商
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
市
内
共
通
商
品
券

発
行
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
内
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
魅

力
あ
る
歴
史
的
･
文
化
的
資
源
を

活
か
し
た
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
活
動

の
充
実
・
強
化
に
努
め
る
と
と
も

観
光
振
興

環
境
や
防
災
面
に
配
慮
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
全
な
都
市
基
盤
づ
く
り

人
と
自
然
が
共
生
す
る
自
然
豊

か
な
美
し
い
環
境
の
保
全
と
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
防
災
体
制
を
確
立
し
、
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。「

加
西
市
環
境
基
本
計
画
」（
16

年
度
策
定
）
に
基
づ
き
施
策
の
展

開
を
図
り
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
証
の
更
新
、
公
害
の
未

然
防
止
、
監
視
等
を
行
い
、
豊
か

な
環
境
を
保
全
し
環
境
と
の
調
和

を
保
ち
つ
つ
、
地
球
規
模
的
な
環

境
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
加
西
市
環
境
基
本

環
境
保
全
対
策

条
例
、
加
西
市
民
の
美
し
い
環
境

を
ま
も
る
条
例
の
普
及
啓
発
を
行

い
、
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

年
々
増
加
す
る
ご
み
に
対
し
、

分
別
収
集
の
徹
底
と
、
リ
サ
イ
ク

ル
や
資
源
化
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
引
き
続
き
指
定
袋
制
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
市

象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催

や
道
路
の
点
検
整
備
を
実
施
し
、

交
通
事
故
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
加
西
市
生
活
安
全
推
進

連
絡
協
議
会
を
軸
に
、
ね
ひ
め
安

全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
安
全
な
市
民
生
活
の
構
築
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
兵
庫
県
地

域
ぐ
る
み
安
全
対
策
事
業
を
活
用

し
て
、
防
犯
協
会
各
支
部
に
防
犯

活
動
へ
の
助
成
を
行
う
な
ど
、
防

犯
意
識
の
啓
発
と
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

消
費
生
活
保
護
問
題
は
、
ま
す

ま
す
多
様
化
、
巧
妙
化
、
高
額
化

し
、
相
談
件
数
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
か
ら
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
専
門
員
に
よ
る
相
談
を
市
民

相
談
と
統
合
し
、
利
便
を
図
り
ま

す
。発

生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
山
崎

断
層
地
震
へ
の
対
応
や
昨
年
の
一

連
の
災
害
検
証
を
踏
ま
え
、
防
災

対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、
防
災

計
画
の
見
直
し
、
防
災
対
策
の
改

善
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
携
帯
電

話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
利

用
し
た
情
報
伝
達
体
制
の
構
築
を

行
う
と
と
も
に
、
防
災
情
報
の
提

供
や
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し

た
災
害
対
応
訓
練
を
実
施
し
、
一

層
の
防
災
意
識
の
喚
起
に
努
め
ま

す
。消

防
に
つ
い
て
は
、
各
種
訓
練

や
研
修
に
よ
る
消
防
・
救
助
技
術

等
に
お
け
る
隊
員
の
資
質
向
上
や

消
防
資
機
材
の
整
備
等
を
行
い
、

都
市
化
の
進
展
や
高
齢
化
等
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く

と
と
も
に
、
各
種
防
火
対
象
物
や

危
険
物
施
設
の
立
入
検
査
を
実
施

し
、
防
火
管
理
の
徹
底
と
消
防
用

防
　
災

民
・
生
産
者
・
自
治
体
が
一
体
と

な
っ
た
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。
一
方
、
不

法
投
棄
や
野
焼
き
に
つ
い
て
も
、

警
察
と
連
携
を
図
り
、
指
導
、
処

理
の
徹
底
に
努
め
、
ご
み
の
な
い

美
し
い
ま
ち
と
自
然
の
保
全
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及

び
斎
場
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
炉

等
の
改
修
や
、
適
正
な
運
転
管
理

と
効
率
的
な
維
持
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
埋
立
最
終
処
分
場
の
延

命
化
に
向
け
て
の
工
事
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

警
察
、
交
通
安
全
協
会
等
と
連

携
の
も
と
学
校
、
高
齢
者
等
を
対

交
通
安
全
・
防
犯

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ

る
観
光
案
内
や
市
民
の
手
づ
く
り

に
よ
る
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
の
開
催

な
ど
、
市
民
参
画
に
よ
る
観
光
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
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設
備
等
の
適
切
な
維
持
管
理
の
指

導
に
努
め
ま
す
。

救
急
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
救

命
率
の
向
上
を
図
り
、
救
急
救
命

士
に
よ
る
気
管
挿
管
等
の
救
急
処

置
範
囲
の
拡
大
に
伴
う
研
修
を
実

施
し
、
円
滑
で
よ
り
高
度
な
救
急

業
務
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
救
急
隊
到
着
ま
で
の
空
白

時
間
の
解
消
の
た
め
、
市
民
救
命

士
の
養
成
・
再
講
習
に
努
め
ま

す
。ア

ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
と
周
辺
商

業
ゾ
ー
ン
を
中
心
市
街
地
と
し

て
、
施
設
整
備
と
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
都
市
機
能
を
高
め
る
た

め
、
街
路
北
条
栗
田
線
の
早
期
完

成
を
図
る
と
と
も
に
、
県
道
三
木

山
崎
線
の
笠
屋
交
差
点
ま
で
の
工

事
完
成
と
丸
山
工
区
を
県
道
事
業

都
市
基
盤
の
整
備

と
し
て
事
業
着
手
し
ま
す
。
公
営

住
宅
の
整
備
と
し
て
、
吉
野
団
地

の
Ⅱ
期
工
事
を
17
年
度
に
完
成
さ

せ
、
Ⅲ
期
工
事
の
早
期
着
手
に
努

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
主
体
に
よ
る
市

街
化
調
整
区
域
の
秩
序
あ
る
計
画

的
な
土
地
利
用
と
兵
庫
県
創
設
の

特
別
指
定
区
域
制
度
を
活
か
し
た

住
宅
建
築
に
お
け
る
緩
和
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
市
街
化
調
整
区

域
全
体
の
土
地
利
用
計
画
の
策
定

に
着
手
し
ま
す
。
併
せ
て
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
北
条
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
ほ
か
地
域
住
民
の
創

意
に
基
づ
く
、
地
域
の
特
性
や
歴

史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
支
援
を
引
き
続
き
推
進
し
ま

す
。一

方
、
ま
ち
の
美
化
活
動
と
し

て
都
市
公
園
の
維
持
管
理
を
行
う

と
と
も
に
、
市
民
の
手
に
よ
る
花

壇
づ
く
り
や
花
づ
く
り
の
推
進
に

よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪
を

広
げ
つ
つ
、
「
花
の
ま
ち
加
西
」

に
ふ
さ
わ
し
い
、
う
る
お
い
と
安

ら
ぎ
の
あ
る
明
る
い
郷
土
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

主
要
市
道
で
あ
る
北
条
長
線
、

桑
原
田
中
野
線
の
整
備
促
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
老
朽

化
し
て
き
て
い
る
市
内
道
路
の
舗

装
補
修
や
、
市
街
地
を
中
心
に
歩

道
の
段
差
解
消
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
、
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
大

和
北
条
停
車
場
線
（
古
坂
ト
ン
ネ

ル
）
の
歩
道
設
置
工
事
が
17
年
度

に
完
成
す
る
予
定
で
す
が
、
県
道

三
木
山
崎
線
の
整
備
、
国
道
３
７

２
号
や
県
道
滝
野
市
川
線
の
道
路

狭
隘
個
所
の
改
良
、歩
道
の
整
備
、

交
差
点
改
良
等
の
交
通
安
全
施
設

の
整
備
改
良
に
つ
い
て
要
請
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
県
道
玉
野
倉

谷
線
に
つ
い
て
も
、
本
市
の
骨
格

道
路
と
位
置
付
け
、
交
差
点
の
改

良
や
自
転
車
歩
行
者
道
が
早
期
に

交
通
基
盤
の
整
備

整
備
で
き
る
よ
う
県
関
係
部
局
に

要
望
し
ま
す
。

少
子
化
や
道
路
整
備
の
進
展
等

に
伴
う
マ
イ
カ
ー
へ
の
依
存
の
高

ま
り
に
よ
り
、
地
方
の
公
共
交
通

機
関
の
利
用
者
は
一
層
減
少
し
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

北
条
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
活
性
化

を
図
る
た
め
、
計
画
的
・
段
階
的

な
整
備
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
は
、
路
線
の
見
直
し
を
行

う
な
ど
経
営
の
改
善
と
市
民
の
利

便
性
の
向
上
に
向
け
努
力
し
ま

す
。平

成
18
年
１
月
か
ら
運
用
開
始

地
域
情
報
化

公
共
交
通
政
策

予
定
の
電
子
申
請
共
同
運
営
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
自
宅
等
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
市
へ
の
申

請
・
届
出
等
の
一
部
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
各
種

施
設
を
新
た
に
追
加
し
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研

修
や
内
部
監
査
等
を
実
施
し
、
一

層
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
い

な
が
ら
電
子
自
治
体
の
構
築
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
着
手
し
て

い
る
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
の
本
稼

動
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行

い
、
戸
籍
業
務
の
合
理
化
・
効
率

化
に
よ
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速

化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

老
朽
管
更
新
事
業
と
管
網
整
備

事
業
等
を
下
水
道
事
業
と
併
せ
て

引
き
続
き
実
施
し
、
地
震
な
ど
自

然
災
害
に
耐
え
う
る
供
給
網
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
業
務

の
民
間
委
託
等
の
検
討
を
進
め
、

よ
り
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
り

経
営
基
盤
の
安
定
化
と
安
全
・
安

心
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま

す
。 上

水
道
事
業
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市
民
の
快
適
な
生
活
と
河
川
等
の

水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
整
備
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま

下
水
道
事
業

た
、
適
切
な
維
持
管
理
と
水
洗
化

率
ア
ッ
プ
に
努
め
、
下
水
道
経
営

の
健
全
化
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。農

業
集
落
排
水
で
は
、
残
る
富

進
し
ま
す
。

し
尿
収
集
処
理
業
務
で
は
、
下

水
道
の
整
備
に
伴
い
、
し
尿
搬
入

量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

各
処
理
施
設
等
よ
り
搬
出
さ
れ
る

浄
化
槽
汚
泥
の
増
大
及
び
そ
の
性

状
の
変
化
に
対
応
し
た
適
正
な
処

理
運
営
に
努
め
ま
す
。

地
方
分
権
を
推
進
し
、

た
ゆ
ま
ざ
る
行
政
改
革
の
断
行

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
及
び
財

政
再
建
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
限

ら
れ
た
財
源
の
重
点
配
分
と
効
率

的
な
運
用
や
事
業
実
施
の
た
め
、

事
業
の
点
検
・
改
善
を
進
め
、
情

報
公
開
と
説
明
責
任
に
よ
る
市
民

と
の
情
報
の
共
有
化
等
に
よ
り
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

市
民
活
動
の
拠
点
で
あ
る
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
祝
祭
日
の
開
館
な
ど
有
効

的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
17
年
度
か
ら
展
開
さ

れ
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
整
備
や

活
動
支
援
を
行
う
「
県
民
交
流
広

場
事
業
」
と
連
携
・
協
調
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
の
幅
広
い
活
動
の

市
民
参
画

広
が
り
や
新
た
な
担
い
手
づ
く
り

を
応
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
画

と
協
働
に
よ
る
充
実
し
た
市
民
参

画
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、

「
男
女
共
同
参
画
ゆ
め
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
意
識
啓
発
学
習
や
グ

ル
ー
プ
支
援
を
行
い
、
女
性
の
社

会
参
加
や
参
画
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
女
性
相
談
事
業
に
関
し
て

も
、
関
係
機
関
と
一
層
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
よ
り
充
実
し
た
相
談

体
制
を
整
え
ま
す
。

読
者
に
分
か
り
や
す
い
「
広
報

か
さ
い
」
の
編
集
に
努
め
、
必
要

な
行
政
情
報
の
提
供
と
本
市
の
個

広
報
・
広
聴

性
と
魅
力
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市

内
外
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
管
理

職
で
構
成
す
る
地
区
担
当
職
員
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
「
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
は
じ
め
、「
加

西
っ
子
議
会
」
等
を
実
施
し
、
広

聴
活
動
に
努
め
ま
す
。

大
幅
な
機
構
改
革
を
行
い
、
組

織
の
ス
リ
ム
化
と
効
率
化
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
５
次
行
政

改
革
大
綱
及
び
財
政
再
建
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
に
向

け
一
層
の
業
務
の
効
率
化
と
職
員

の
意
識
改
革
を
図
り
、
行
政
評
価

に
つ
い
て
は
、
成
果
指
標
の
設
定

や
結
果
の
公
表
等
を
進
め
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
効
果
的
な
シ
ス
テ

ム
と
し
て
運
用
し
ま
す
。

行
財
政
改
革

ま
た
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
、
18
年
度
か
ら
の
指

定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
に
向
け

て
対
応
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

日
本
経
済
の
低
成
長
・
構
造
変

動
の
下
、
景
気
の
回
復
基
調
は
緩

や
か
で
税
収
の
大
き
な
伸
び
が
期

待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
の
改
革
も
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
、
未
定
の
部
分
も

数
多
く
あ
り
、
今
後
の
地
方
財
政

へ
の
負
担
転
嫁
等
、
そ
の
動
向
を

厳
し
く
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
下
水
道
事
業
の

早
期
完
成
や
、
災
害
対
策
を
は
じ

め
都
市
基
盤
の
整
備
、
環
境
対
策

の
推
進
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応

す
る
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
等
、

財
政
運
営

財
政
需
要
の
増
大
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

財
政
再
建
推
進
計
画
策
定
後
２
年

目
の
予
算
編
成
と
な
る
17
年
度

は
、
15
年
度
決
算
及
び
16
年
度
予

算
に
お
け
る
本
計
画
の
実
行
状
況

の
検
証
と
見
直
し
の
成
果
を
踏
ま

え
て
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
再
度
、

計
画
の
推
進
を
自
身
の
命
題
と
し

て
認
識
し
、
財
政
再
建
の
更
な
る

徹
底
に
向
け
て
改
善
項
目
の
推

進
、
意
識
改
革
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た

財
政
構
造
の
変
革
に
、
決
意
も
新

た
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

田
南
地
区
の
工
事
完
成
を
め
ざ

し
、
公
共
下
水
道
で
は
、
九
会
地

区
等
計
画
区
域
の
整
備
を
進
め
、

市
内
全
域
の
下
水
道
整
備
を
20
年

度
に
完
了
で
き
る
よ
う
事
業
を
推
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中小企業事業資金の融資（614,000）
運転・設備資金を低利で融資し、中
小企業者の事業活動を支援。
産業振興促進奨励金の交付（44,800）
進出企業並びに市内中小企業に奨励
金を交付し、優良企業の誘致と市内
産業の活性化を図る。
加西市共通商品券の発行（3,990）
加西商工会議所が平成17年度より３
ヵ年を事業期間とし、市内共通利用
ができる商品券を発行する事業の支
援を行い、消費拡大を図る。
観光事業（7,880）
市民参画による加西サイサイまつり
やさつき展・盆栽展を開催。
獣害防護柵設置事業（10,784）
平成17年より３ヵ年計画で県補助と
併せて野生動物の防護柵を設置し、
農作物の保護を行う。
田園景観整備事業（280）
北条鉄道沿線に田園景観作物（菜の
花）を栽培し、美しい田園景観の形
成を図る。
地産地消推進事業（ファーマーズマー
ケットへの支援）（10,000）
地域農業の発展と活性化を目的にＪ
Ａが計画するファーマーズマーケッ
トの設立を支援。
松くい虫防除事業（10,670）
特別防除、伐倒駆除を行い、自然環
境及び生活環境の保全に努める。
風倒木緊急処理事業（39,000）
昨年の風水害による倒木被害人工林
の復旧整備事業等に要する費用を補
助し、森林の公益的機能の維持増進
に努める。
農地対策（71,095）
農地の防災及び農業生産基盤整備を
実施し、農業の振興及び活性化を図
る。
蘆ため池整備事業
蘆井堰改修調査事業
蘆農道整備事業
蘆土地改良事業補助金

防衛施設周辺整備事業（ため池改修）
（8,210）

障害防止対策事業による桑原田新池
の改修に伴う調査を行う。
国営かんがい排水関連事業（634,224）
安定した農業用水の確保と施設の維
持管理の軽減を図る。
農村振興総合整備事業（101,536）
在田地区において、農業生産基盤の
整備、生活環境の整備等を総合的に
実施し、地域農業の振興と地域の持
続的な発展、活性化を図る。

地籍調査事業（10,182）
国土調査法に基づき、鶉野町で地籍
の明確化を図り、土地の権利義務を
保護する。

防災ネットワーク事業（1,260）
携帯電話のインターネット機能を利
用した情報発信システムを開設し、
緊急時等の情報伝達の充実を図る。
公共施設予約システム（2,000）
地域交流センターに予約システムを
導入し、市民サービスの向上と事務
の効率化を図る。

電子申請共同運営システムの稼動（2,037）
申請や届出の一部が自宅や職場か
ら、いつでもインターネットを活用
して行えるシステムを導入。
戸籍総合システムデ－タ作成及びセッ
トアップ事業（78,960）
昨年度に引き続き、戸籍データ作成
及びセットアップ作業を実施。

戸籍総合システム機器導入事業（2,688）
戸籍総合システムの本稼動を迎える
にあたり、関連機器の導入及びデ－
タのセットアップを行う。
交通安全対策・交通指導員の配置

（1,409）
交通指導員を配置し､交通安全の広
報活動と啓発の強化を図る｡
防犯対策事業（302）
防犯協会を中心に「まちづくり防犯
グループ」を設置し、各支部に助成
金と防犯グッズを提供、防犯活動の
充実を図る｡また､市庁舎の公用車に
防犯ステッカ－を貼り、児童と市民
の防犯広報活動に努める｡
埋立最終処分場整備事業（150,000）
最終処分場の延命化に向け、昨年度
に着手した遮水壁の工事を引続き実
施し、生活環境の整備を促進する。
花咲く街かどづくり事業（2,952）
市民グループ・ボランティア団体の
協力により、花の植栽管理を行い、
「花と緑」による沿道景観の向上を
図る。引続き食虫植物（サラセニア）
の管理・観察を行う。
道路新設改良事業（72,878）
北条長線の用地取得、北条鉄道西横
田第４踏切工事委託及び油谷１号線
外７路線の道路改良事業を推進。
防衛施設周辺整備事業（道路整備）

（136,147）
桑原田中野線の用地買収及び物件移
転補償。
道路維持管理事業（65,850）
市道の維持管理の充実を図る。

安全安心のまちづくり事業（10,000）
歩道の段差解消等、人にやさしい街
づくりを行い福祉環境の充実を図る。

交通安全施設の整備（8,250）
道路区画線、防護柵、カーブミラー
等の交通安全施設の整備を図り、交
通事故の発生を防止し、交通安全を
推進。
街路事業（255,250）
北条栗田線、三木山崎線の整備及び
電線類の地中化を推進、また中野地
区計画道路の整備を行う。
吉野団地（第Ⅱ期）の建設事業

（117,883）
老朽化した木造住宅を建替え、Ⅱ期
分の12戸及び集会所を整備する。
まちづくり総合支援事業（10,431）
歴史ある街なみと調和した街灯、サ
イン等の整備を実施。
土地利用計画策定事業（5,274）
市街化調整区域の土地利用計画策定
により、特別指定区域制度の活用を
図る。
自主防災組織育成（800）
「自分たちの町は、自分たちが守る」
という防災意識が､さらに全市民に
拡大していくよう各種研修､訓練を
通じて積極的な取り組みを図る｡
救急業務の高度化（1,161）
気管挿管・薬剤投与認定救命士の養
成並びに救命士の再研修を実施し、
円滑な救急業務と更なる救命率の向
上に努める｡
市民救命士の養成（654）
応急手当に関する正しい知識と技術
を習得した市民救命士の養成を図
る。自動体外式除細動器トレーナー
を使用した講習を併せて実施し、救
命率の向上を図る。
通信施設の整備（2,974）
携帯電話からの119番通報が各消防
本部が直接受信する「直接受信方式」
へ県下一斉に移行することに伴い、
指令台を改修し緊急出動時間等の短
縮を図る。
水道事業（392,029）
下水道事業と併せて引き続き実施
し、上水の安定供給と自然災害に強
い上水道を推進し、石綿管並びに塩
ビ管を鋳鉄管に布設替えと管網整備
を実施。
下水道事業
蘆公共下水道事業汚水管布設工事

（1,342,931）
蘆農業集落排水事業富田南地区管路　
・処理施設整備（457,863）

合併処理浄化槽設置整備事業（2,055）
個別処理区域の合併処理浄化槽の設
置を支援。

☆商工業・農業・観光業の振興によ
る、地域経済活性化への取り組み

☆環境や防災面に配慮し、市民が安心
して暮らせる安全な都市基盤づくり
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乳幼児の医療費助成を拡大（15,495）
対象年齢を３歳未満まで拡大して医
療費を無料化。
次世代育成支援　子育て「つどいの広
場」の設置（5,000）
乳幼児を持つ親とその子どもが気軽
に広場に集い、語り合い、交流する
環境を整備。
食と歯の健やか教室（267）
市内全保育園児・その保護者を対象
に、食育学習を実施。
予防接種ＢＣＧ（結核予防）接種の充
実（3,255）
医師会と連携し日時を指定した集団
接種から、年間通じて医療機関で個
別に接種が受けられる体制を整備。
幼稚園入園料を同一家族2人目から無
料（ ― ）
同一家族の２人目からの入園料を無
料にする。
預かり保育事業（3,810）
幼稚園と家庭とが連携して子育て支
援を行う。
未就園児親子の交流（ ― ）
幼稚園の園舎や園庭を開放し、親子
で幼稚園児と一緒に遊ぶ。

幼稚園保育料の口座振替納付実施（63）
保育料の口座振替を全幼稚園で実
施。
学童保育事業の拡大（16,471）
北条東・九会に加え、北条・下里の
２園を新規開設。
青少年講座事業（若者交流事業）（240）
独身男女や中高校生を対象に交流事
業を行う。
青年ふれあいセミナー事業（90）
独身男女を対象にふれあいや仲間づ
くり行う。

乳がん検診にマンモグラフィを導入
（1,500）

検診車によるマンモグラフィ（乳房
レントゲン撮影）と視触診併用で実
施し、検診精度の向上を図る。
介護保険事業計画の見直し（3,513）
平成18年度から３年間の事業計画、
介護予防の充実・介護サービスの質
の向上・基盤整備及び財政基盤とな
る介護保険料の見直し等を行う。

市民に開かれた病院づくり事業（50）
「ホスピタルフェア」や健康増進、
予防医療に関する「市民講座」を開
催。
市立加西病院東3病棟の改修事業

（21,551）
産婦人科、小児科がある東館病棟の
療養環境の整備、食事等の改善を行
う。
医療機器の整備事業（76,600）
高速画像管理総合システム、腹腔鏡
手術システム、携帯用ドップラーエ
コー装置等、最新で高度な医療機器
の配備と定期的な更新を行い、病気
の早期発見、早期治療に努める。

学校園施設改修事業（108,710）
宇仁小学校改築工事に伴う土質調査の
実施（7,520）
不確定である支持地盤を確認するた
め、土質調査を実施する。
小学校での外国人講師による英語指導
の実施（2,800）
外国人講師によるコミュニケーショ
ンを中心とした英語巡回指導を拡
充。
外国人英語指導助手の配置（24,039）
外国人英語指導助手を各中学校に１
名ずつ継続して配置。
トライやる・ウィークの実施（2,816）
中学２年生を対象に１週間、地域社
会で体験活動を継続して実施。
自然学校の実施（7,450）
小学校５年生及び養護学校の小学部
高学年、中学部生徒を対象に１週間
の自然学校を実施。
ワッショイ・スクール推進事業（749）
開かれた学校で且つ不審者に対応す
るため、地域の方のボランティアを
得て、校地内及び学校の周りを巡回
するなど、暴漢者等の予防を図る。
不審者対応事業（168）
新１年生の防犯ブザー購入の半額の
補助。児童生徒の下校時の安全対策
として、下校時の協力員による安全
確保やお帰り運動等、地域住民の協
力で対応する。
いきいき学校応援事業（1,440）
校区の歴史や文化に詳しい人などを
学校支援ボランティアとして導入
し、総合的な学習の充実を図る。ま
た、特定の分野で専門性の高い「ふ

るさとの先輩」として学校に招き、
地域住民の「参画と協働」による教
育活動を推進。
不登校対策事業（1,065）
相談事業を実施すると共に、適応教
室を継続して開設。
ヤングアドバイザー事業（2,250）
中学校に大学院生や大学生を招き、
複数指導に入り、悩みや相談にのり、
学力の定着に努める。
学びのサポーター（760）
子どもたちが落ち着いて学習できる
よう、サポーターを導入。
子供と親の相談員事業（346）
不安定な児童生徒の相談事業を継続
して実施する。
食の教育に配慮した給食食器の充実

（1,404）
小学４年生を対象にPEN食器を導入。
希望選択制中学校給食の実施（ ― ）
学校給食未実施校の中学校におい
て、民間委託業者による希望選択制
給食を実施。

重要文化財・県指定文化財修理に係る
補助（24,699）
重要文化財一乗寺本堂半解体修理事
業及び県指定文化財酒見寺鐘楼修理
事業等に国・県とともに補助。
文化財体験講座の実施（63）
公園環境づくりと、文化財を活用し
た体験学習（埴輪・石器・綿・そば
づくり）事業を実施。
兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会の開催

（1,890）
加西市開催18回目となる大会を開催
し、陸上競技の振興と競技力の向上
と市の活性化、ＰＲを図る。
のじぎく兵庫国体リハーサル大会の開
催（8,000）
リハーサル大会を開催し、国体開催
気運の醸成を図る。
のじぎく兵庫国体施設整備（加西球場
の改修）（21,600）
リハーサル大会及び本大会に向け
て、加西球場管理棟と内外野の改修
を行う。
善防池ふれあい広場（仮称）の整備

（5,000）
将来的には陸上競技場として整備す
る広場に物置等の簡易な整備を行う。

平成17年度 予算トピックス
― 主 な 事 業 内 容 ― （ ）内は、事業費、単位：千円

☆次代を担う子どもたちへの施策
を充実し、少子化対策の推進

☆学校教育の総合的な充実を図るこ
とによる、青少年の健やかな育成

☆新しい文化の創造、スポーツの振
興、市民レベルの国際交流の推進

☆医療・保健・福祉を一体化し、
それを高める行政の推進
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播磨路に春の訪れを告げる「北条節句祭り」が4月2日・3日に行われました。今回の特集号では、
約900年の歴史を持つ華やかで勇壮な祭りの一部を紹介します。


